
    

 

 

  



    

 

ご挨拶 

 

関係者各位 

 

 

 「第 10 回おおた研究・開発フェア ONLINE」の開催につきましては、格別のご高

配を賜り、厚く御礼を申し上げます。 

 

 初のオンライン開催となりましたが、出展者ならびに関係各機関の皆様の多大なる

ご支援とご協力を頂きまして、無事に終了することが出来ました。本フェアについて

報告書をまとめましたので、ご報告させて頂きます。 

 

 

  

 

 

令和 3 年 3 月 

大田区             

公益財団法人大田区産業振興協会 

 

  



    

 

開催概要 

名   称 第 10 回おおた研究・開発フェア ONLINE 

主   催 大田区・公益財団法人大田区産業振興協会 

後   援 地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター 

  一般社団法人大田工業連合会・日刊工業新聞社 

開 催 日 時 令和２年 10 月 22 日（木）～23（金） 

       特設ウェブサイトは令和 3 年 2 月 28 日まで公開 

会   場 特設ウェブサイト https://www.pio-ota.jp/ota-r-and-d-fair/10/ 

出 展 者 数 76 社・団体 

出 展 料 無料 

入 場 料 無料（要事前登録） 

来 場 者 数  1,852 名（前年度：1,567 名） 

（ログイン数） 

 

 

 

 

閲 覧 数  期間：令和 2 年 10 月 22 日～令和 3 年 2 月 28 日 

       各出展者ページの閲覧数合計： 12,161PV 

       出展者プレゼン一覧ページの閲覧数： 6,223PV 

 

特設ウェブサイト内容 

⚫ 各出展者ページ： 

出展内容説明、画像 3 点、資料（ダウンロード可）1 点、動画 1 点、 

お問い合わせフォーム機能 

⚫ 出展者プレゼンテーション動画 

 

同 時 開 催  

⚫ 研究開発特別講演 10/22（木）13：15～14：15 

『バーチャルエンジニアリングがもたらす製造業の大変革』【聴講者 323 名】 

※11/24 に実施した再講演の聴講者数は【267 名】 

⚫ 研究開発特別講演 10/23（金）13：15～14：15 

『量子コンピューターの実用化で世界が変わる』【聴講者 420 名】 

  

日付 来場者数 

10 月 22 日（木） 1,150 名  

10 月 23 日（金） 702 名  

 1,852 名  

 



    

 

特設ウェブサイトの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●トップページ 



    

 

 

 

  

●出展者一覧ページ 

●出展者プレゼンテーションページ 



    

 

出展内容 

  



    

 

出展内容 

 



    

 

出展内容 

  



    

 

出展内容 

  



    

 

出展内容 

  



    

 

出展内容 

 

  



    

 

出展内容 

 

  



    

 

出展内容 

 

 

  



    

 

出展内容 

 

  



    

 

出展内容 

 

  



    

 

出展者プレゼンテーション 

  



    

 

出展者プレゼンテーション 

 



    

 

出展者プレゼンテーション 

 

  



    

 

研究開発特別講演 

リアルタイムのオンライン配信で開催 

 

日 時： 10 月 22 日（木）13:15～14:15 

テーマ： バーチャルエンジニアリングがもたらす製造業の大変革 

講 師： 東京電機大学非常勤講師 博士(工学)機械学会フェロー 内田 孝尚 氏 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時： 10 月 23 日（金）13:15～14:15 

テーマ： 量子コンピュータの実用化で世界が変わる 

講 師： 独立行政法人情報処理推進機構(IPA) 社会基盤センター イノベーション推進部 

先端リサーチグループ 主任 鷲見 拓哉 氏 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



    

 

出展者アンケート結果 
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交流件数の推移

マッチング件数 確度の高い案件数 全マッチング件数に対する確度の高い案件数

第 10 回は、問い合わせフォームからの問い

合わせ件数をマッチング件数として表示 

＜第 10 回参考数字＞          

※10/22,23 の 2 日間の数字 

① 出展者ページ閲覧数   10,385 件 

②問い合わせフォームからの 

問い合わせ数（マッチング件数） 

                   118 件 

③確度の高い案件数          32 件 
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新製品、新技術のPR/販路拡大

共同研究等の連携パートナー探し

知財提供・技術移転・ライセンス供与

研究成果の用途開発

試作品等の製造パートナー探し

その他の連携先探し

企業・大学・機関のPR

産学連携事業のPR、相談対応

その他

出展の目的、ねらい ※複数回答可 出展者数76



    

 

 

 

 

 

 

 

  

あった

9.8%

ややあった

17.6%

どちらともいえ

ない 25.5%

あまりなかった

19.6%

なかった 27.5%

出展の成果はありましたか

（10/22,23会期直後の回答）
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訪問or電話勧誘

招待券(出展者名簿)配布

メール、FAXにて勧誘

ホームページ掲載（バナーリンク、記事など）

SNS等で発信

展示会ポスターを社内・学内掲示

雑誌等に広告掲載

その他

実施した来場者勧誘活動 ※複数回答可 出展者数76

今回と同様のお

問い合わせ

フォームが良い

59.2%

会期中にリアル

タイムでコミュ

ニケーションが

したい

32.9%

その他 7.9%

オンライン開催の場合、来場者との

コンタクト手段は何が良いですか

両方が良い等

リアル開催（実会場あり）

が良い 82.9%

オンライン開催が

良い 17.1%

どのような開催形態を希望しますか

あった

8.3%

ややあった

20.8%

どちらともいえ

ない 27.1%

あまりなかった

12.5%

なかった 31.3%

出展の成果はありましたか

（約4か月間の特設サイト終了後の回答）



    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出展の感想について（一部抜粋） 

⚫ 初めてのオンライン開催ということで、主催者、展示社にも困惑があったと思いますが、オンラインでの見せ方

を勉強、工夫しないと成果が上がらないと感じたので、見せ方に関する助言を頂ければと思いました。 

⚫ オンラインで見に行くのは簡単だが、名刺交換など実会場とは違った難しさを感じた。 

⚫ やはり対面での開催が望ましいと思います。 

⚫ 初のオンラインでの開催でご苦労があったと思われます。お疲れ様でした。 

⚫ 早くリアルで行いたいです。 

⚫ 今後とも出展させていただく予定（来年度計画書に明記）ですので、よろしくお願いいたします。 

⚫ オンラインでは展示前の動画作成等準備が必要で、その割に効果が少なかったように思います。通常の展示会の

形式を期待します。 

⚫ コロナ禍で大変な中オンラインで開催いただき、ありがとうございました。 

⚫ 来年も宜しくお願いします。 

⚫ 来年はオンラインでなければいいですね。 

⚫ 今回は初めての出展でかつ Online だったので、効果がよくわかりませんでした。 

⚫ 大学の研究内容を PR して共同研究パートナーを探索するには、オンサイトでの面談が必要と感じた。 

⚫ 出展は当社にとって有効であった。次回の出展の仕方を更に工夫したい。 

⚫ オンラインの場合は、単なる情報閲覧サイトになりがちで、訴求が難しいと感じた。 

⚫ ONLINE 展示会となった場合は、見合わせたい。 

⚫ リアルでの展示会の方が商談に繋がりやすいことを実感しています。もうすこしオンラインでも問合せが増える

ような工夫もしていきたいと思います。 

⚫ ページ、動画等のアクセス数を頂きましたが、アクセス者の詳細、他企業様の平均などといった、さらに詳細な

情報がいただけるとありがたいです。 

⚫ リアルな場と違って雑談の中からの情報や手ごたえをつかむことができないのがオンラインのデメリットですが、

今後も使えるデジタル資料を用意できたこと、見せ方・伝え方の面で大変勉強になりました。欲を言えば弊社の

ページを見に来られた方の属性や、検索ワードなどがわかると次回の対策もしやすいかなと思いました。またコ

ロナの影響で運営の皆様も大変だったことと思います。貴重な場を提供いただきありがとうございました。 

⚫ 急がないので また Pio で開催できることを願っています。 

⚫ Web ベースの展示会であると、対面と違い情報交換の量が極端に少なくなるように感じる。一方で，場所や時間

に縛られない利点もあるので、コロナの状況さえ許せば、両方の形式が平行して実施できると良いと考える。 

⚫ オンライン展示会は初めてだったが、思った以上に反響があった（大田区の展示会は注目されている方が多いと

感じた）。 

⚫ 研究成果に対して企業サイドが興味を持っていることが確認できた。対面式よりも期間が長いことからアクセス

等が多かったように思う。 

 

 

出展を検討

62.7%

出展しない

0.0%

わからない

31.4%

その他

5.9%

次年度の出展意向について

非常に良かった 2.1%

良かった

56.3%

あまり良くな

かった 41.7%

当フェアの満足度

（約4か月間の特設サイト終了後の回答）



    

 

来場者プロフィール 

 

 

 

 

 

 

  

製造業 59.2%

商社 7.7%

0.6%

ＩＴ・情報通信, …

1.8%

0.2%

0.2%

2.9%

0.7%
公的機関, 7.3%

0.6%
5.8%

0.7%

0.9%

6.7%

業種 製造業

商社

流通

ＩＴ・情報通信

建設

医療・福祉

バイオ・農林水産

サービス・商業

金融

公的機関

技術移転機関（TLO）

学校・教育研究機関

一般・学生

マスコミ

その他

50人未満

27.6%

50～99人

10.2%

100～299人

12.6%300～499人

7.8%

500～999人

9.3%

1000人以上

32.5%

従業員規模

会長・社長・役員

18.1%

部長・次長

17.9%

課長 14.6%
係長・主任

12.8%

一般社員

21.3%

その他 15.3%

役職

研究開発・設計

31.8%

製造 1.9%

生産技術 5.7%

品質管理 1.5%

IT・情報 1.9%

営業・技術サー

ビス 18.9%
試作・解析 0.6%

経営・管理

16.2%

オープンイノベーション

2.7%

調達・資材 2.0%

知財・法務 2.0%

その他 14.7%

所属部門

新製品・新技術の

調査 48.3%

提携先・共同研究

先の調査 13.2%
競合の情報収集

3.5%

特別講演聴講

20.0%

出展者プレゼン聴講 8.4%

次回出展検討 1.0% その他 4.7%

来場目的

加工技術 13.9%

材料技術 11.7%

環境技術 6.5%

IT・システム開発 7.4%

海洋・航空宇宙 3.8%

機械・装置

10.1%
計測・検査 7.6%

電気・電子・通信 7.4%

新エネルギー 5.6%

医療・ヘルスケア

7.6%

バイオ・農林水産

4.4%

ロボット技術

9.4%

その他 0.9%

技術支援 3.5% 興味のある出展分野

ご案内冊子

(出展者名簿）

11.8%

ポスター 1.5%

展示会公式HP 4.7%

出展者HP 2.1%

主催者からの案内 41.6%

出展者からの案内

12.2%

主催者以外から

のメルマガ

5.8%

日刊工業新聞 8.0%

日経新聞 0.2% その他

12.1%

当フェアを知ったきっかけ

大田区内

16.8%

東京都内（大田区除く）

33.0%

その他地域

50.0%

海外 0.2% 地域



    

 

来場者アンケート 
 

 

  

  
加工技術 15.8%

材料技術 12.7%

環境技術 6.5%

海洋・航空宇宙 3.9%

IT・システム開発 6.4%

機械・装置

9.8%
計測・検査 7.1%

新エネルギー

5.7%

電気・電子・通信

8.3%

バイオ・農林水産 3.4%

医療・ヘルスケア

6.6%

ロボット技術

9.4%

技術支援 4.2% その他 0.3%

興味を持った分野

研究・開発・購入の最終

決定権限を持っている

11.5%

ほぼ自分の決定に

従って研究・開発・

購入が決まる…
研究・開発・購入の

アドバイスをする立

場である 46.4%

特に役割はない

23.4%

あなたの職務権限は

達成できた 6.6%

ほぼ達成でき

た 48.4%

あまり達成できな

かった 37.9%

達成できなかった

7.1%

来場の目的は達成できましたか

出展者ページ

を閲覧した

60.0%

出展者プレゼ

ンテーション

を聴講した

32.4%

問い合わせフォー

ムから問い合わせ

を送信した 5.1%

その他 2.5%

出展者との交流の状況について

技術・製品説明を

依頼した 75.0%

共同研究につ

いて打診をし

た 15.0%

技術導入・製品購

入の検討について

話をした 10.0%

問い合わせをした内容は何ですか

内容の確認・

検証を考える

案件があった

21.4%
共同研究開発

を考える案件

があった 4.4%

技術導入を考

える案件が

あった 7.7%

特になかった

61.0%

その他 5.5%

今後の連携を考える案件はありましたか

新製品・新技

術の調査

43.4%

提携先・共同

研究先の調査

14.5%競合の情報収集

4.1%

出展者プレゼ

ンテーション

聴講 11.3%

特別講演聴講

22.5%

次回出展検討

の為 2.5%
その他 1.6%

来場目的

来場者総数（アカウント数） 回答数 回答率 

1484 364 24.5％ 

 

「あまり達成できなかった」「達成できなかった理由」として

最も多かったのは「特別講演を聴講できなかった」だった。 

次に「求める技術・興味を引く技術がなかった」など。 

他に「対面で話せなかった」「リアル開催と比べると物足り

ない」「問い合わせへの返答がない」というコメントがあった。 



    

 

来場者アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回が初めて

48.9%
過去にも来場経

験あり 51.1%

当フェアへの過去の来場経験

オンラインが良

い 32.7%

リアル開催が良

い 36.5%

どちらでも良い

30.8%

オンラインでの開催について

良い 72.5%

情報量が足り

ない 27.5%

特設ウェブサイトの掲載内容について

非常に良かっ

た 6.3%

良かった

67.9%

あまり良くな

かった 22.0%

悪かった 3.8%

当フェアのご感想・満足度

良い 22.8%

普通 70.6%

良くない 6.6%

特設ウェブサイトのレイアウト、

利用できる機能について

「動画」をもっと多く見たいという声が多かった。 

「悪かった」「あまり良くなかった」の理由は「特別講演が視聴

できなかったから」がほとんどだった。ほかに「名刺交換ができな

い」「出展企業が少ない」など。 

良かった理由は「時間の制限なくじっくり見れた」「興味深い

展示があった」等。  



    

 

来場の感想について（一部抜粋） 

⚫ オンライン聴講により、時間の制約がなく情報収集できる点が良かったと思います。 

⚫ コロナ最中 技術の情報収集ができてよかった 

⚫ オンライン開催であったため、初めて参加したが、展示先の HP にすぐアクセスでき、情報収集がはかどった。コ

ンタクトを取りたい企業がいくつか見つかった。   

⚫ フェアへの参加は初めてでしたが、コロナ渦での開催は魅力的であった。また、一部オンラインでの出展＆プレ

ゼンテーションが有ったのは非常に良かった。今後、オンラインの充実が有るともっと良いと思いす。また、時

期開催時には、リアル出展へ参加したいと思います。 

⚫ これまでリアル開催へはタイミングが合わないため参加できなかったが、オンライン開催によって時間の調整が

とれ参加することができました。実際は直接話を伺うのが良いと思いますが、オンラインでやり取りとなるとタ

イミングが合わないとも思います。 

⚫ Web 開催が今後主流になると思う。製品を直に触れることを除けば、ほぼリアルと変わらない。移動時間、場所

を考慮する必要がないので、非常に有効だと思う。 

⚫ 企業さんの件数がもう少しあれば良かった（研究機関だと範囲が限られており、声をかけにくい） 

⚫ 特別講演視聴トラブルはびっくりしましたが、スムーズに対応いただき改めて視聴させていただきました。出展

者により紹介ページの内容等にばらつきが見られた。 

⚫ できるだけのことは、やってくれていたと思います。しかし物足りなさは感じました。やはり実物を見ないと、

イメージできないこと、わからないことがあります。来年は通常通りに戻りますように。 

⚫ オンラインでの開催においては WEB 上で質疑が可能になるよう希望します。 

⚫ プレゼンも事前に時間をかけて作成していただいているので、大変まとまっていて、良かったと思います。また、

プレゼンを他の興味ありそうな担当者に転送できたため、情報共有がスムーズに進みました。今回初めての参加

でしたが、総合的に非常によかったです。 

⚫ オンラインの場合、自由に時間を設定してプレゼンを聴講できるのは良かった。人との出会いという面ではやっ

ぱりリアルが良いですね。 

⚫ オンラインの方が、問合せフォームから文章で連絡が出来るので今までよりも話を聞いて頂ける機会があると思

いました。 

⚫ 今回現職とのコラボレーションに繋がりそうな製品・技術は見つけられなかったが、個人的には大変興味深いも

のが多数あり大いに刺激を受けることが出来たことに感謝いたします。次回以降も楽しみにしています。 

⚫ 回りくどい他の展示に対し、シンプルな紹介で好感を持てる。入り口はオンラインできっかけづくりを継続して

いただきたいが、具体的な段階では対面や実物が必要になると思う。何らかのコロナ対策と併せて、、。 

⚫ リアル開催は、展示会場を一通りまわり、展示内容を確認でき、新たな発見ができる。オンラインは会社を一つ

ずつクリックして情報をみるしかなく、見ても何となく伝わってくるものが少ない。 

⚫ 量子コンピュータの概要と開発の実情が理解できた。今後も動向に注視していく契機となった。 

⚫ 開催前に予想していた内容よりも良いと思います。とても参考になりました。特別講演も最初は少々トラブルが

ありましたが、再開してからは問題はありませんでした。全体的に、開催までの事前の段取り＆準備に大変なご

努力をされたのだろうと推察します。関係者に御礼申し上げます。 

⚫ 通信問題ありましたがフォローされてて問題ありませんでした。 

⚫ 本来はリアルでの開催が望ましいとは思いますが、地方在住のものからすれば、オンラインでの開催は、情報収

集する機会としては大変ありがたいです。今後もリアル開催に加えてオンラインでの開催もお願いしたい。 

⚫ やはりリアル開催の方が良いかもしれません。Web ですと秘密保持契約上出しにくいもの等が見れない（見せら

れない）のでやり取り上不十分かも。但し、今後のお付き合いのキッカケとしてならアリかもしれません。 

⚫ リアルな開催を 2 度ほど見学し、いろいろと情報を得ることができています。そして、実際に単品ではあるが部

品を製作してもらったことがあります。今回はじめてオンラインでの参加でした。情報が思ったより取れるので、

時々はこれでも良いかと思いました。 

⚫ コロナ渦における展示会、研究会として現在行える最大の企画と思います。特別講演も拝聴したが品質もよかっ

た。今後実展示が再開されてもウエビナーは続けて頂きたい。 

⚫ 特別講演『バーチャルエンジニアリングがもたらす製造業の大変革』を聴講させて頂きましたが、非常に刺激的

な内容で、概要を社内に展開したところ大きな反響がありました。有益な情報に触れる機会を与えて頂き、あり

がとうございました。 

⚫ 一度も訪問したことが無い為、コロナ終結後ぜひとも訪問したい 

⚫ 研究・開発メインの展示会を初めて拝見致しました。自分の知らなかった技術、研究を拝見することができ、と

ても有意義な展示会となりました。次回開催の際は、自分の目で新技術を拝見できたらと思います。次回開催を

とても楽しみにしています。 

⚫ オンライン開催は、実展示と違い、時間に拘束されない良さが有ったと思います。過去、実展示会に訪問したと

思っておりましたが、日中、京急蒲田まで行く時間が取れませんでした。出来れば、今後、コロナ環境が落ち着

いた際は、オンライン、オフライン併用を検討戴きたく、宜しくお願いいたします。 

⚫ 今回のようなあとでメールで回答するという内容ではなかなか返信いただけないケースがある。チャット的なも

ので確認できるような形があってもいいのではないかと思いました。  



    

 

広報宣伝活動 
種類 項目・媒体名 数量 実施機関 

WEB 

第 10 回おおた研究・開発フェア 特設サイト 約 11 か月 3/30～2/28 

(公財)大田区産業振興協会 WEB リンクバナー 約 11 か月 3/25～2/28 

出展者 WEB リンクバナー 約 6 か月 8/25～2/28 

日刊工業新聞社 広告 WEB リンクバナー 1 か月 9/24～10/23 

(株)インコム プロダクトナビ 10 月号 Web 版 1 か月 10/1～10/31 

東京都中小企業振興公社 WEB リンクバナー 1 か月 9/24～10/23 

掲示 

出展者へポスター配布 75 枚 8/28 

大田区産業プラザ内 ポスター掲示 3 か所 8/26~2/28 

bizBeach 1 か所 8/26～10/23 

おおた工業連合会 1 か所 8/26～10/23 

大田区工場アパート ポスター掲示 3 か所 8/26～10/23 

大田区創業者支援施設 ポスター掲示 1 か所 8/26～10/23 

大田区産学連携施設 ポスター掲示 1 か所 8/26～10/23 

中小機構 インキュベーション施設 31 か所 8/26～10/23 

メール 

日刊工業新聞社 広告メールマガジン 

80,000 件×1 回

155,588 件×1 回 

207,202 件×1 回 

9/9 

10/1 

10/15 

(公財)大田区産業振興協会 約 18,600 件×2 回 10/12、10/19 

(公財)大田区産業振興協会 産学連携メールマガジン 1,123 件 9/15、9/30、10/15 

 
(公財)大田区産業振興協会 研マッチメールマガジン 277 件 9/15、9/30、10/15 

 
マークラインズ（株） 自動車産業ポータル 50,000 件 9/29 

 (公財)東京都中小企業振興公社 メールマガジン 17,000 件 9/30 

 (株)インコム 製品ナビ メールマガジン 100,000 件 10/7 

 
関東経済産業局 メールマガジン  10/9 

JST メールマガジン 

 

8,000 件 10/15 

Kawasaki-NEDO Innovation Center(K-NIC)メールマガジン  10/16 

招待券・DM 

出展者へ配布 7,000 部 9/23 

 
過年度「おおた研究・開発フェア」来場者へ送付 7,000 部 9/25 

その他 来場勧誘 4,000 部  

新聞 

日刊工業新聞社 記事掲載 422,000 部 10/5 

日刊工業新聞社 インタビュー記事掲載 422,000 部 10/7 

日刊工業新聞社 広告掲載 422,000 部 10/9 

日経新聞（首都総合版 4 版通し） 1,003,114 部 10/7 

 

紙媒体 
(公財)大田区産業振興協会 テクノプラザ 10 月号 5,200 部 10/1 

(株)インコム プロダクトナビ 10 月号 16,000 部 10/1 

 

 



    

 

 

 

  

       

出展者名簿（表紙） 

ポスター 

10/1 プロダクトナビ 10 月号 

10/9 日刊工業新聞 

10/7 日経新聞 

10/5 日刊工業新聞 



    

 

 

作成 

公益財団法人大田区産業振興協会 

ものづくり・イノベーション推進課 イノベーション創出担当 

東京都大田区南蒲田一丁目 20 番 20 号 大田区産業プラザ（PiO）３階 

TEL：03-3733-6294 Mail：innovation@pio-ota.jp 


